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『規 範 論 』 序 説
一 色 忠 良
1843年秋 のあ る 日,北 スペイ ソの片田舎 プラ ッ ト・デ ・ダル トの隠れ 家の
テープルの前 に坐 った ハイ メ ・バル メス(JaimeBalmes)は,一枚 の紙を
ひろげ,そ の上に 自分 の,あ る思想 の概 要ない しは テーマの根 とも覚 しき文
字を記 しは じめた。
「謙譲が 真理 だ。傲慢は憎 しみ とな る。虚栄はいや しむべ き もの,し か も
もっ とも一般 的な感情 だ。傲慢は気を添 え,意 を運 んで,結 果 は物理 的,精
神的,煽 情 的な力を もた らす。それは侵害者だ。虚 栄は,弱 さ と協 調す る,
賞 讃 のなか の 喜びだ。 虚栄は,す べ ての 感情 とおな じく,未 来を 現在のた
め,堅 固な るものを赫 変た るもののため,有 効 性 を 快 楽 の ために犠牲にす
る。それ 自身,大 事 の源泉ではない のだ。最初 の仕事 をな しとげた人たちの
動 機は,た だ単に虚 栄ではなか った。強 い性格は傲慢 に傾 きやす く,弱 い性
格は虚栄に陥 りやすい。栄光への愛 も,虚 栄を大 き くした ものに過 ぎず,感
情 としてはおな じこと,主 体 と客体の錯倒が あ る。男性は価値 に,女 性は美
に,そ して,と もに知識 に うぬぼれを もつ。職 人はそ の造営物に,兵 士 はそ
の征服に,知 者 はそ の著作に,政 治 家はその政策 に,と い った具合に,す べ
て これ虚栄だ。才人は うぬぼれ るが,勤 勉の人は,そ の性格についていわれ
るにあ らず んぽ,前 者の ごと くでは ない。 自慢す る学生は,勉 強せずにで き
ることを他に信ぜ しめ よ うとす る。それな ら,な ぜ前者は後者 以上に うぬぼ
れ を もつ のか。 くだんの学生 は,知 識に も うぬぼれ てい る。 しか も,才 能の
見せ かけは,い まだ知 らずに残 されて いる ことについて も延長 していえ る。
行動 のない限 り,才 能が認 め られ ることに喜悦を覚え るものなのだ。虚栄は
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もともと光であ る。それ は,わ れわれ につい て,他 人が考え る ことか ら受け
とる喜 びだ。それが先天的素質の問題に なる と,わ れわれが いか なる人物か
とい うことでは な く,す くな くともいかな るものた りうるか とい うことにつ
いて,別 の範 囲に まで拡 大 して考 え られが ちだ。われ われの虚 栄のバ ロメー
ターは,わ れわれの評価 と利害 に刺戟 を加 えて,い っそ うの効果を生ぜ しめ
る。軍 人の間では勇気,婦 人にあ っては美,老 人には分別,若 者 には雄 々 し
さ,学 者に あっては知識,詩 人 に とっては霊感,信 徒には信心 等 々。謙譲が
真理だ。それは,わ れわれが何た るかの誇張 をわれわれに許 さぬ。それは,
われわれが どこか らそれ を 受け とるかを,わ れわれ に 思いお こ させ て くれ
る……。」
人間精 神の能力 を引 き出す彼の労 作の構成 に,こ れ ら片 々の思想 が,ど の
よ うなつ なが りを成 してい ったか は,知 る由 もないが,た しかに,こ こに,
バル メスに名著 「規範論」を書か しめ る有力な動 因 とい うか,あ るいは動機
的感懐 の文 字 とい った ものを,わ れわれは見て とるのである。バルセ ローナ
か ら逃れ来 った危険か らの解放ののち,心 身 のい こい と瞑想 を もったバル メ
スは,や がて,聖 書 と祈薦書 とケム ピスの本のほか は一冊 の本 とて手 もとに
な くして,わ ずか50日間 に書 きあげ られたのが,彼 の前記著書で ある。私が
「規 範論 」 と訳 した のは,イ スパ ニア語 の原i著書 名 「EICriterio」の こと,
ラテ ソ語 ではcriteriumに当 る。革命の発火点 となった・ミルセ ローナの騒 乱
か ら逃れ て プラ ッ ト・デ ・ダル トに移ったバル メスは,終 日,社 会 とみずか
らが経験 した過 ぎ来 し方をかえ りみ,自 室にひ きこも り,瞑 想を友 として,
聖職者 の務 めを果た しつつ寝食をす るのほか は,そ こを出なか った といわれ
るが,そ うい った環境か ら序 々に 「規範論」の発酵が形 を成 してい ったので
あ る。
1845年5月,ハイメ ・パル メスに よって もの され た 「規範論」 の出版は,
非常 な成 功を もって世 にむか え られ,初 版が売 りつ くされ たあ と,翌 年は じ
め,す でに二版 の話が もちあが ったほ どだった。当時 バル セ ローナにいて名
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をな して いた サ ン ・パ ブ ロ教会 の ドソ ・フ ァソ ・デ ・サ フ ォソ ト師(D・
JuandeZafont)は,・ミル メスのi著作 に 接す るや,「 か くの ごとき労作 を
われわれが,い ま,1持ち うる とは,ま った く,・ミルセPt-一一ナが蒙 った爆 撃の
おか げであ る。」 とい って感嘆 した といわれ る。
では,こ の貴重の労作 を,以 上 の記録 で察せ られ るとお り,脱 稿 してか ら
一年 半 もの間 ,著 者に よって筐底深 く蔵 されていた とい うことは,そ の間,
政治紙発刊の も くろみで,マ ドリッ ド行 きの ことが あ り,政 治的問題への助
言な ど,蒲 柳 の身に,多 忙 な時 日が経過 していた ことを考慮に入れ る として
も,い か な る事情に よったのであろ うか。先ず,考 え られ ることは,脱 稿 し
た ものに完全 を期 した とい う憶測 で,事 実,久 しい内的練磨 と思索 とが生み
出 した論理学 の綱要であ るが,湧 き出ず る思想 を とどめ る術を しらない もの
の ごと く,一一気呵成 に書 きあげ られた結果は,原 稿 の上で,章 節の句切 りも
分け られ ない ままにあ ったのである。 この労作 の新鮮 さ と一貫性 の説 明 とな
りうる以上の事 実は また,当 初の イ ソス ピレー シ・ソの消えた とき,す なわ
ち,間 をおいて 見 直す ことが 必要で もあ った とい う こともいえ るのであっ
て,じ っさい,バ ル メスの死後に見出 され た原稿の中に,印 刷 には 回ってな
い手記風の ものがあ り,原 稿に著者 の手 の加 え られた ことが立証 され るので
あって,こ の ことが もし,出 版のお くれ となっていた ものな ら,著 述家 とし
て抑え難い上梓 の衝動 をお さえていた ことは,そ れだけ彼 の慎重 さの大であ
った ことが思われ るので ある。
「この著作 の題名が,正 確 にそ の 目的を表わす 。旧来 の人た ち とはかわ っ
た方式に よる人間精神 の能力を導 き出す試論 が,そ こにつ くりあげ られてい
る。それは,原理,規 範 観察 の総和であ り,変 化 を統一でつ な ぐ。 ……本書
が どんな もので あるかを知 る最 良の方法は,ど の著作 の場合に もあては まろ
うが,最 後の章の最後 の節 を見 られれ ば よい と思 う。」 これ らの著者の言葉
か らして も,彼 が新著 の価値 に十分の良心 を もって対 していた こ とが理解 さ
れ るのだ し,し たが って,出 版 のお くれ は,や は り,彼 の慎重 さに 帰 され る
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と考 えて よい。
この よ うに して,陽 の 目を見 た 「規範論」は,現 在 にいた るまで,こ れに
匹適す るもののない個有の評価 を もって,多 数の真理を探求す るものの友 と
な って きた著作だが,こ こで,彼 バル メスがい う最後 の章節(22章60節)を
「規 範論 」に見てみ よ う。
「規範 とは真理 を知 るための一 方途 だ。事物 におけ る真理 とは事実 の こと
であ る。理知 における真理 とは,事 物 をあ るが ままに知 る ことであ る。意志
におけ る真理 とは,事 物を健全な る道義 の約束に したが って,あ るべ き姿 に
な さん とす ることであ る。行 為におけ る真理 とは,こ の善意 の衝動に よって
動 くこ とであ る。一つ の 目的が提 起 され る ときの真理 とは,そ の 目的が,環
境に適応 し妥当な るよ うに提 起 されてい るとい うことで ある。方法 の選 択に
おけ る 真理 とは,道 義にそ う方法,目 的に導 く最良 の 方法を 選 ぶ ことで あ
る。多種 の真理が存在す る,と い うのは,多 種 の事実が あ るか らで ある。真
理を知 るに もまた,多 くの方法があ る。すべ ての事物 が必ず しもおな じ方法
で観 られね ばな らぬ とい うわけでは な く,ひ とつひ とつ,最 も良 く観 られ る
方法に よって しか るべ きだ。人には数 々の才 能があた え られ てお り,ど の才
能 も無益 では ない。本質的に悪 い ものは一つ もない 。非力や悪意は,そ れ ら
を悪用す るわれわれ の側か ら くる ものであ る。立派な論理学 は,全 人をふ く
む べ きものでなけれ ぽな るまい。 とい うのは,真 理 は,人 間の全 能力に関 係
して存在す るか らであ る。一つ9真 理に心を向け・他 の真理 をないが しろに
す ることは,時 と して,後 者 を 無力な ものに し,前 者を も逸す る ことにな
る。人は小世界で ある。そ の能力は数 あって,す こぶ る種類 に富む。 よって
調和 を必要 とす るが,よ い組合せ のない調和は ない し,こ とおのおの,そ の
処をえ な くて も,ま た,適 時 に,そ の 機 能 が 働 かぬか 停 止 され るか し で
も,当 を えた組合せ はないので ある。人が,そ の能力につい て,な ん らの行
動 に出な い ままで い るな ら,そ の人は,ぜ ん まいを 失 った一個 の 機械 同然
だ。 もし人が,そ の能力を悪用す るな ら,そ れ は調子 の狂 った機械 と同等で
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ある。理性 は冷 たいが,明 確 に事物 を見 る。理性に熱 をあた え,し か も,明
晰 を くらませ ない よ うにせ よ。熱情は盲 目だが,力 をそえ る。熱情に方 向を
あたえ,そ の力を利用せ よ。理性 を真理 に従わ しめ よ。意 志を道義 に従わ し
め よ。熱情 を理知 と意志 に従わ しめ よ。 しか して,す べ てが,宗 教に よって
照 きれ,導 かれ,高 め られ るよ うに。そ こに全 き人,秀 れ た人が在 る。 この
よ うな人にあ っては,理 性は光をあたえ,空 想は何かを描 き出 し,心 情は生
気を あた え,宗 教は聖化す るので ある。」
もともと,バ ル メスが学生時代,最 初 に眼をかが やかせ て読んだのは,論
理学 の本だった。彼は失望 した,そ して,そ れ らの本 は,あ た え る以上の も
のを約束 してい ると彼は思 った。論理学は一個の学 問であ り,術 す なわ ち,
思 考す ることを教 え る術な りと教 え る。だが,そ れ らの書物 の頁は,学 問的
基礎の間を ど うど う巡 りしていて,術 に 割かれ る ところが きわめて す くな
い,と バル メスには思われた のであ る。 しか も,ス コラ流 の演繹 法 も,狭 い
領 域 の推理的学問では ともか く,実 生活に関連す る問題 にあっては,無 用に
ひ と しく,論 理の便 益は貧 弱な ものにな る。勉学 時す でにそ う考 えたバル メ
スの感懐が,時 をえて 「規範論」を書か しめ る誘 因にな るのであ り,そ れは
英 知 と根本的潜在力 を啓 くため,従 来 欠け てい る書物 を補わ ん とす る意 図か
ら出た ものであった 。感覚か ら くる過誤をいかに して避け るか。未熟 の理知
的 判断をいかに して避 けるか。人間の真実 につい て考え られ る,わ れわれ の
一般的規範は何 であ るべ きか,等 々の問題がそ こにあ る。
「感情 の助け を もたぬ思想は貧 弱な ものだ。」 と現代に生 きるイスパ ニア
の 思想家 ホセ ・マ リーア ・ペマ ン(Jos6MariaPeman)はい ってい るが,
これを生 々脈 々の警句 と して受け とるな ら,活 動的で肥沃 な思考 を働かす か
わ りに,枯 死 したそれを羅列す るに とどまる論理学の横行 した往時は,も っ
て思 うべ きだろ う。 「規範論」 の出現は,健 全 な意味では実存主義 の予知 を
教 え る。それ は また,時 とともに,わ れわれが感覚につい て もつ考えを堅 固
な らしめ,心 情 の一部で,内 分泌組織 の化学的反 応を生む熱情に方 向をあた
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え,あ るいは,変 更を もた らす ことに もな る。そ うい った意味 で,イ スパ ニ
アの生んだ この天才的哲人の著作 を,ア ウグステ ィヌスの 「告 白録」,パ スカ
ル の 「瞑想録」,あ るいは 「イ リア ッ ド」に も比すべ き人類 永遠 の書物 とす
る もの もあ り,碩 学 メネ ソデ ス ・イ ・ペ ラーヨ(Men6ndezypelayo,1856
～1912)をして 「人生行路を大過 な く歩 まん とす る ものに彼・ミル メスは十分
なる ものをあたえ る。」 といわ しめたの も,実 に この 「規範論 」を指 して い
るので ある。
深 淵な もののなかにあ る単純化 とい うことは,こ れ を理解す るのに,こ の
世 で最 も難事 とす る ところで あろ うが,ノ ミル メスの 著書は それを 遂 げてい
る。歴 史哲学の頁に ことに,そ れを見 る。 しか も,カ テキス タの明快 さを も
ってそれ を語 り,一 国の帝王 に も,学 者に も,は た また子供に ものみ こめ る
程の文章 で 綴 られ,有 益た らざる箇処な く,有 益を 覚え ざる人は ない。 現
に,教 皇 レオ13世(在 位1878～1903)はこれを愛読 した し,ブ ルボ ン家の王
権請求者で あった ドン ・カル ロスの子 ドソ ・ハ イ メ(DonJaime,1870～
1931)は,これを福音書 についで,し ば しば 目を とお した とい うことだ し,
また,19世紀末 バルセP一 ナにデパー トを創始 したあ る実業人は,そ の成 功
の由 って来た るところを 「規範論」 の読書に帰 し,そ の シ ・ウウイ ン ドゥの
なかには,前 記著書か らの 言葉が多 く見 られた とい う。 さ らに 外国 の例 で
は,若 い学徒たちの理想 的指導について思 いを回 らせたす え,ゼ ミナールで
彼 らにあたえ るべ きもの と して,こ の 「常識の法典」を と りあげ,理 想 の実
現 を 期すべ く,読 書 と研究を 重 ねた と語 られ て い る。 また,こ のよ うな事
例 も報告 されてい る。・ イスパニア北部の 山中に立つ 羊飼い の 随屋,ま
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ざに息をひきとらんとする彼の枕元に三冊の 本が あった。 「公教要理」 と
イ ミタ チオ ク リステ イ エル ク リテ リオ
「キ リス トのまねび」 と 「規範論」がそれで,彼 に とっては,ま さにそれ 自
身富める図書館であったのである。
この稀有の書物の論題か らいって,そ れは(1)父性愛を象徴す る助言 と同
伴の書であ り,② この上な く忠実な友として社会的交渉のあ り方を教える
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書 であ り,(3)優秀な る教師 と して,教 育 の場を 受け もつ書 であ り,(4)し
か して最後 に,人 間精神の形成 に熱意 を傾け る意味で,司 祭 の役 目を も果 た
しうる書であ るといえ る。
「規範論 」のなか には,当 然,護 教論 の概説が ふ くまれ て くる。 バル メス
の全面的活動 か らあふれ 出る宗教擁 護の立場は,ほ とん ど生物学的必要を と
お して,こ こに も現われ てお り,こ の哲人 の観点か らすれば,宗 教的論文 が
らち外に置かれ ることは適当を欠 き,人 生の重要 な問題 に 向け るべ き思考を
反 省 して み るな ら,宗 教へ の 無関心を 示す もの も,不 信 仰を あ らわす もの
も,と もに悪 い思想家だ とい うふ うに解 され る。それ は彼独 自の規範学であ
って,し たが って,た とえば,社 会学,社 会問題,国 内諸法規,国 際政治,
法の重要性,力 と自由間の均 衡,学 問 の評価,は ては,芸 術鑑賞 な ど趣味,
嗜好 の面において も,根 本的な ものに健全 な規範を もたぬ ものは,す べて悪
い思想 の持主 とい うことに なる。ぽか ぽか しい不 合理 きわ まる規範 の と りこ
にな ってい る,善 良に して教養 あ りと認め らるる人士が,他 方に,存 在 して
い るとい うことを,そ れ は,意 味す る。 じっさい,19世紀前 半 とい うバル メ
スの時代 にあって も,ま たそ の後 において も,良 き信仰 の主でいて,黒 人の
奴隷制度 を社会的必要事 と考 え る西 洋人はいた のだ し,今 日です ら,労 働者
が 何が しか の 肉を 日々食べ る権利 を否定す る紳士 もいな くは ないのであ る。
この よ うな彼の規範をあて て,そ こか ら生 まれ た のが,先 ん じて1841年
に出版 され,内 外に洛陽 の紙価 を高 か らしめた別 の大著 「プ ロテスタ ンテ ィ
ズ ムとカ トリシズム」(EIpro七estan.tismocomparadoconelcatolicismo
ensusrelacionesconlacivilizaci6neuropea)だったので ある。
一般 にパル メスの文章に接 して,わ れわれ の気づ くことは,「 彼の新聞人
的論説 では,表 現形 式は冗長過多 で単調だ。彼 の散文体は,明 快 さとい う点
で 光彩 を放つが,色感 と起伏を もたず,芸術的芳香 には 欠 くる ところが あ る。」
とい うメネ ソデス ・イ ・ペ ラー ヨの批評に まつ まで もな く,文 節が長 く,今
日これ を見 る と,じ っさい,冗 長 だ とい う点だが,こ れはむ しろ,隣 国 フラ
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ソスの ロマ ソチ ック風な著述家 の読書に よる影響が,当 時 のイスパニアの論
文,教 説 のなかに まで感染 していた結果 を考え てみ る必要が あろ う。 イスパ
ニアのなかで も,カ タル ーニャ語 の語 られ る環 境のなか で生い立 ったバル メ
スだが,か の 「ドソ ・キホーテ」(EIIngeniosoHidalgoDonQuijo七ede
laMancha)の模範的読 み方 を とお して,文 法上の訂 正を刻苦 して怠 らなか
った といわれ る。文節 自体の冗長 とい う点では,バ ル メスの書いた ものの う
ち,「 ピオ9世 」(pioIx)だけは例外だ と,同 時代 の著名 な公法学者 ドノ
ソ ・コル テース(DonosoCort6s1809～53)は見たが,後 世は,ど うや ら・
これ を承認せず して 「規範論 」の方を推 してい るやに思われ る。新 聞人の ド
ソ ・ホセ ・プラ(D.Jos6Pla)は,1948年7月22日付の 「バルセ ローナ新
聞」(DiariodeBarcelona)に掲載 の論文で,こ れを立証 し,「 プロテス ダ
ソテ ィズ ムとカ トリシズ ム」 中の文節を引用 して 「規範論」 の文体 と比較,
具 体的に第一章 を と り出 して,簡 潔で正確 な文 言だ と断案 を下 してい る。
もともと,「 規範論」 は,前 に も記 した とお り,バ ル メスがかねて頭 の な
か で体系づけていた考 えを,流 れ る ままに,そ れ を意 図せず して,自 然に写
したふ うの長大論文で,章 節 に分 けなか った ことは もちろん,註 記 も付 さな
か ったので あ る。現在読 まれ てい る22章の体裁は,1845年,印刷に際 して,
後 か ら附 加 された ものであ って,ひ とつの文節 のは じめの思想 と次 の文 節の
は じめのそれ とが,関 連 して書かれ てい るのが認 め られ るの も,そ れがため
であ る。他面 また,彼 は,と くに,自 制 のなかか らものを書い た。彼の生 き
た時代的,社 会的環境が,そ れ を十分 に証 明 してい る。深い個性的 な文体か
らくる体臭 とい うことでは,わ が西 田幾多郎博士 の論文 を もお もわせ る。
「規範論」を 内容か らみ ると,序 論 とそれ につづ く思索的理解 と実践的理
解 の二部か ら成 る。は じめの三章が序論 に相 当 し,そ こでは,良 き思考 法の
目的 とす る ところ と,そ の卓絶せ る所 以,さ らにそ の実践的方法について考
慮 したあ と,注 意力の良 さとい う資質が,条 件 と して精神活動 の適当な訓練
に必要欠 くべか らざる ものであ ることを宣明に してい る。 しか しなが ら,誰
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もが,ど んな外的秩序のなかで も,注意 と関心を とどめ,最 き思考をするた
めに適 しているか とい うと,必ず しもそ うはいかぬのであって,そ こに実生
活の面で,み ずか らの才能に適す ると思われる職業の選択,従 事 とい うこと
が生 じ,そ のことは また,前 記方法に特別重要なこととして返って くる。そ
れゆえ,パ ルメスは,そ の原理か ら,人 の専攻するところと,従 うべき職業
選択の重大問題をもってきて,全 一章をさき,子 供たちの才能の鑑識 とい う
範囲内で,必 要な暗示 と実際的基準を説 く。
人めいめいが,そ の能力,資 質に応 じて ふさわ しい場をえた と仮定 すれ
ば,こ んどは,適 当な路線にそ うて,そ の知的活動を善導す ること,し か し
て,完 全な真理に到達せ しむるためには,そ のものの他の能力が遂行せねぽ
ならぬ面を局限す る ことが必要 となって くる。 この問題に こたえて,こ こ
に,序 論に述べ られた問題の順序がかかって くる。す なわち,第 一部におい
ては,思 索的理解の 目的,そ の種 々なる行為,そ の適当なる方法などが述べ
られ,さ らに,真 理を獲得す るとい うおな じ目的に向って在る別の能力たる
霊魂(感 情,心 情,想 像力)に うったえる場合の周到な用意がそなえ られ,
最後に思索活動をお こなうのに最 もふさわ しい行 き方であ り,真理の直接的
教授に対応せる歴史哲学 と宗教哲学におよぶ。
第二部の実践的理解は,知 るとい うことに限定されずに,わ れわれをなす
べき業務に導 く案内人の役を果たす。思索におけるが ごとく,真理の深思に
沈むのではな く,行動において考える。行動は 目的に向ってのみある。行動
目的について扱われる問題は二つ,わ れわれの向け らるべき目的 と,それに
至る最適の方法は何か とい うことである。由来,あ らゆる人生の事象におけ
る考え方についてのこの基準は,そ れ 自身で十分実際的問題を解決すること
になる。にもかかわ らず,こ の著者が第ゴ部 として多 くの紙幅を費 している
ことは,実 際問題に適切に焦点を もってい くために,新 しい光を投げかけて
いると見てよかろ う。
お よそ,あ らゆ る行動 と作戦 とにおいて成功を もた らすためには,そ の目
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的 と方法 とに注意が 向け られ る ことが必要 だ。 日常 の仕事 にあ って も,幸 を
つかむか不 運をか こつ ことに なるかは,一 般的 にいって,実 践のために,真
に根本的 な基準を順守す るかいなか に よる。
《人は おのお の その しわ ざ の子 供 であ る。》(Cadacualeshijodesus
obras.)このバル メスの祖国 にあ ることわ ざは,彼 に とっては,ま さに疑点
の余地 のない ものであ る。われわれのすべ ての行動 目的は,道 徳的でなけれ
ぽ な らぬ。 しか し,そ れだけでは十分 とはいえぬ。その うえに,人 と環境 の
合 致が必要 だ。 目的をわが ものにす ることの難事 は当然 と して,そ の困難は
種 々の原 因か らお こる。そ のひ とつは,絶 対た る最後 の 目的を除いては,す
べ ての 目的は,他 の 目的を うる手段 た りうるのであ って,こ こに,ひ とつ,
あ るあたえ られた場合を想 定すれば,い ずれが 目的に最 もか な った途 であ る
か を見つ け るには,多 大の省思 と鋭敏 とが ものをい うことにな る。
目的は,手 段に適用 されねばな らぬ。達すべ き手 段がない のに,ひ とつの
目的を 目指す ことは,無 害 であ る ときで も時間の浪費 にな る。最 も容 易な こ
とす ら,不 可能だ といわれ ると,そ れ をな し遂げぬ類の人が多い。 内的手段
も外 的手段 も,こ れを価値 づけす るとい うこ とは,さ ほ ど困難では ない。だ
が,前 者を考え るさい,二 つの危険 を避けねぽな らぬ。推測 と臆 病がそれで
あ る。推測 は,と か く,わ れわれ に,力 の限界 を越えた企 てに仕 向け る恐 れ
が あ る し,臆 病は とい うと,わ れわれ の所有す る ものの使途を思い とどま ら
せ る ことにな りやすい。臆 病は,人 間の一般的悪 徳のひ とつた る怠惰に拍車
をかけ ることに気づ くな ら,そ れが活動を鈍 らせ,わ れわれ を,わ れわれ 以
下 の ものに させ るものであ ることを知 る。
われわれが,わ れわれ の行 為に途 をゆず るのに大切 な,も うひ とつの観点
は,人 の心が,目 的そ の ものにかかわ る情熱の影響下にあ る限 りは,そ れが
どんな 目的であろ うとも,わ れわれは,あ えて判断を下 した り,検 討を加え
た り,決 定をはか っては な らぬ とい うこと,こ の ことである。そ の よ うな と
きには,色 硝子 を とお して,わ れわれは ものを見 ることにな り,い っさいが
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っさいがおな じ色に うつる。もし,こ のような場合に決定が急がれ るとすれ
ぽ,わ れわれは瞬時た りとも,情 熱の影響外に身を置 く仮定を設けることに
努力すべきである。
情熱は悪 しき助 言者 ど。に もかかわ らず,そ れ が,理 性 と道義に導かれ る
ときは,有 力な補助者 とな り,ま た,在 り方に よっては,理 知に霊感をあた
え,意 志に力 と堅 固さを加え るに必要 な補助者 ともな る。実践に必要な意志
の力 と活力は,二 つ の因子すなわち,思 想 と感情 の結合 の次第か らその結果
が生 まれ る。 まこ と,感 情 の支え のない思想はやせ,思 想の支えのない感情
は,意 志 を ぐらつかせ,人 をば不安定 な ものにす る。思想が,途 を示す光で
あ る とすれ ば,感 情は,何 かを動 か し何か を投 げ る力であ る。
パル メスの実践論理のなかに生 まれ るこれ らの ものの関連 について示 唆を
うるため,イエズ ス会の ミゲル ・フ ロリ 一ー師(P.MiguelFlori)の「規範論」
出版100年記念に寄せ られ た,全 集所載 の 「規範論」 の内容分 析を,次 に借
りて きてかかげ よ う。
「規範論」の内容分析
序論 良き思考法
1良 き思考法の定義(1章)
ll良 き思考法の重要性(1章)
皿 良ぎ思考法を教授する実際的方法(1章)
1》一般的な必須条件:
1良 き注意力とは(2章)
2適 職の選定(3章)
V一 般的障害:
1適 当な注意力の欠除(2章)
2不 適当な職業(3章)
第一部 思索的理解
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1そ の 目的:
1可 能性 と不可 能性(4章)
2存 在 と非存在:
① 感覚か らの直接 的証明』(5章)
② 感覚か らの間接 的証明(6章)
③ 人間の行 為についての介入(7章)
④ 別種の証 明:
A-・ 般的な権 威(8章)
B新 聞(9章)
C旅 行 関係(10章)
D歴 史(ll章)
3本 性,属 性 お よび事物 の関係(12章)
fiそ の活動:
1知 覚(13章)
2判 断力(14章)
3推 理力(15章)
4直 覚 と霊 感(16章)
盟 その方法:
1教 育について(17章)
2創 意につい て(18章)
IVそ の補助的能力:
1心 情(19章)
＼2想 像力(19章)
Vそ の活動の特殊 な二 つの分野:
1歴 史哲学(20章)
2宗 教(22章)
第二部 実践的理 解(22章)
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1そ の 目的:実 践的行為あるいは行動の志向:
1必 然的法則に従 う目的上の行動 芸術(1節)
2自 由意志に従 う目的上の行動:
① 道徳(1節)
② 礼節(〃)
③ 家庭の管理(〃)
④ 政治行政(〃)
3行 動の目的:
① それの適切に提起 され る必要性(2節)
② その反対の場合に生ず る弊害(3節)
A嫌 われ るもの(4節)
B損 なわれるもの(5節)
C破 産せ る知識人(6節)
皿 良き実践的理解の主要な素質:
1判 断の成熟(11節)
2良 識(〃)
3仕 事に対 して無能力を来たす欠陥(〃)
① 危疑的理解(7-9節)
② 曲解(10節)
皿 実践的理解の最良の手引:道 徳
?
?
?
?
?
?
?
?
?
公私の生活における良き行動法:実 践面での福音(32節)
前記欠陥の起源(12節)
(13D
そ の欠陥 の一般性 と由 って来た る弊害(14-20節,24-31節)
キ リス ト教 的謙譲 の必要性(13節)
仕事 に対 す る徳義 の有用性(34,35節)
徳義 の有力な補助知識(36,55節)
宗教 は最高 の哲学 と一致す る(44,45節)
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IV実 践的判断のための原則:
?
?
?
?
?
?
熱情 の影響下 で判断を下 しては な らぬ こと(37-41節)
そ の影響 の外で考察す るこ と(47,54節)
力そ の ものを十分 に知 ること(21,22,42,43節)
思想 と感情(59節)
完全 な る人間(31,60節)
以上に見 るバル メスの論理学 の概要か らわれわれに示 され るものは,事 物
を完全に知 り,わ れわれ の実践行動 を導 き出すため の,人 間におけ る知 的,
思索的かつ実践的活動 の働 き方で あ る。
「規範論」の紹介で特異な ところは,共 通常識 とい うことであ るが,そ れ
は,あ らゆ る疑 点を 雲散霧消 せ しめ る 護符 と なって い る とい う意味 では な
い。 自明性 とい う唯一絶対の 権 威を もつ 常識は,直 覚的 知 覚を要素 とす る
が,こ れを本源的確証 をえん とす る理性 とともに系統 づけてい る点にバル メ
スの特徴 があ る。 この著作 のなかで,バ ル メスは,共 通 常識をば,本 能,分
別,良 識,真 知,健 全理性 とい うふ うにいろいろの名を借 りて きてい るが,
そ れ らが,す こぶ る重要 な展開を見せ てい る。 とい うのは,学 識 なる ものの
無 知あ るいは限界 を暗示す るか らであ って,じ っさい,も しも,こ の共通 常
識 が,場 合 に よ り,哲 学者たち の思いあが りや錯誤 に対す るブ レーキ として
働 き,理 性 の代わ りを務め るものな ら,学 識な るものの無知 も,わ れわれの
知性 を示すはずであ る。 したが って,常 識は理性 の限界 の 自覚を意味す る。
無知 の人は ものを知 らない,そ れは知 らぬ とい うことを知 らない謂であ る。
知 に至 って知 らぬ こと,す なわ ち,知 らぬ とい うこ とを知 るこ と,そ れは 哲
学 であ り,ま た哲学 の在 り方であろ う。そ の ことが 「規範論」のすべ てを教
えている とい って よい。
共通 常識が哲学にそ の姿を現わすのはか な り新 しい。 な るほ ど,ア リス ト
テ レスが古 く,この言葉 を造 り出 してい るが,その心理 的意味は,彼 において
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も,ま た後期 ス コラ哲学 に もな く,あ るへだた りがあ った。それは,共 通感
覚に応ず る感覚 中枢 または総合能力 として考え られた。 ア リス トテ レろ的用
語ではすなわ ち,人 間 におのず とそ なわ り,学 問 的,人 為的論理の基礎 に な
る共 通道理ratiocommunisであ って,そ の心理 的見地 は ス トア哲学や前
期 ス コラ哲学 に密着 していて,や がて,自 我の 自覚 とともに,常 識 として受
けいれ られ るべ く,近 代語に翻 訳 され るのであ る。ル ネ ッサ ンスの最盛期 に
生 きた イスパ ニアに おけ る ス コラ学派 の 指導者 フラ ソシス コ ・スアー レス
(FranciscoSuArez,1548～1617)です ら,す べ て知 覚が 受けいれ る能力 と し
ての常識sensuscommunisを語 ってい る。ratiocommunisは,中世 紀,
ス コラにおいて起 った有名な普遍論争 のなか で確立 してい き,そ れは,人 知
か ら出た形 而上学 に力をそ え うる もの と考 え られ た。ス コラと絶縁 してあ ら
た な哲学を樹立 し,認 識の客 観性 を証 明せ ん と努 めたのが デカル トだが,彼
にあ っては,方 法論 的問題が規範 を包摂 してい るものの,良 識bonsensを
もって偽 ものか ら真な るものを識別す る能力 と してい る。
フラ ソス の イエズス 会士 クラウデ ィオ ・ビ ュフ ィェ ール(P.Claudio
Buffier,'1661～1737)は,その深淵な著作 「第一 真理概論」(Trait6des、
premiさresverit6s)のなかで,哲 学者 たちが余 り語 りたが らない 常識か ら
引 き出 され る 真理 を 分 析 して い るので あ るが,バ ル メス は,「 哲 学 史」
(HistoriadelaFilosofia)のなか で,こ の哲人 を とお して,フ ラ ソシス コ
会 の鋭利 な博士 ドウンス ・ス コー トウス(DunsScotous,1266～1308)を始
祖 とす るス コッ トラ ソ ド学派に接す るにいた った と明記 してい る。
あ る人たちに よって,自 明の理 ともよばれた共 通常識は,ド グマの定式 を
うけいれ る唯一 の器 と考え られ,や が て フラ ソス啓蒙期 の百科全書家 ジ ・セ
フ ・ル イ ・ラグラ ンジ ュ(JosephLouisLagrunge,1736～1813)の著わす
「常 識,存在お よび独断的形式 」(Lesenscommun,1'etreetlesformules
dogmatiques)に見 られ る よ うに,哲 学 的関心 をあ らたにす る し,常 識 の表
現は,英,仏 の思想 家たちに一種 の秩序の語 として と りいれ られ た。常識 の
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哲 学は,当 然,純 理 に思索を没入せ しめない ことに連 な り,哲 学 の根本的問
題 と しての論理学や グ ノーシスを考究 しない ことに もつなが る。
「規範論」 の ところ どころに,ひ とつ の学説 の価値 を評価 す る試金 石 と し
て 常識が あ らわれ るが,4章10節 では,あ らた な不可能性を弁別 す るため以
外は,こ の言葉の介入を避けてい る。
バル メスは,共 通常識(sen七idocomfin)を定義す る前 に先ず,二 つ の言
葉 を分 析す る。sentidoは考察を排 除す るもの,わ れわれが ものを感ず ると
き,そ の心裡は,能 動 的 とい うよ り受動的で,あ たえず して受 けいれ る,と
す る分析 に よって,こ の規範の性格 の一方 を決め る。 したが って,理 知は,
感覚の法に したがい,減 滅す るこ とのない本能的必要 に したが う以外はない
とい うこ とにな る。
comfinの語は,個 人的 な ものを い っさい 排 除 す る。 ゆえに,sentido
comitnの目標 とす るところは,普 遍的で,何 び とに も通 じ,客 観的 なこ と
があげ られ る。そ こで,共 通常識 の規範は,知 覚のそれ と区別 され る。それ
は,わ れわれの心 の法を意味す る,と パル メスはい うのであ る。適用 の場に
順 じて外面は相 を異 にす るが,じ っさいは,常 にお な じひ とつの法が存す る
のであ る。 しか して,常 識な るものは,知 覚に よって も,理 性 に よって も証
明 され る ことな く,す べ ての人が,知 的,道 徳的生活の必要 を充 たすた めに
な くては な らぬ,あ る真理 に信 頼せ ん とす る,も って生 まれたわれわれ の精
神 的傾 向のなかに存す る ものだ,と す る。
前 に あげた ビュフ ィエ ールは,共 通 常識 を 目 して 「それは,自 然がすべ て'
の人の なかに置いた用意 で,も っと明確にいえば,人 間大多 数のなかに仕組
まれた もの,理性 を使い果た して しまった ときに,人間本来の知覚にふ くまれ
る意味 と異 る対象の うえに,共 通かつ 同一 の判断を なさ しめ るための もので
あ り,そ れに先 んず る いか な る原理 の 結果 か らくる もの で も ない。」 と し
た。 そ こには,知 的,道 徳 的生活 の必要 を 充たす ための 云 々 とい う定義は現
われ ていない。 ス コ ッ トラ ソ ド学派 の最後 の哲学者 ウィ リア ム ・ハ ミル トソ
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(WilliamHamilton,1788～1856)にい た って,「 われわれが生存す る うえ
1にもつ必要 のため,常 識 の原理を受けいれ る要が あ るのであ る。」 と語 られ
て い る。
わ が・ミル メスは,い っそ う明確に この問題 の要 点をつ く。いわ く,「 われ
われが しなければ な らぬ ことは,わ れわれ の語 るこの傾 向が,事 実,存 在す
るか どうか を点検す ることだ 。……そ して,どの点まで,果 た して真理 の規範
として考え られ るか とい うことだ。」 と。 さ らに,「 そ こで,直 接 的に明分
なる真理 に関 して この傾 向をわれわれは見出す のであ るが,理 知はそれ らの
真理 を証 明 しない し,ま た し うる もので もない。 しか して,た とえ,火 勢の
な くな った 灯 の ごとく,み ずか らを 空 しくす る苦 しみは あろ う とも,わ れ
われはそれ に同ず ることを 必要 とす るのだ。」 とい うのであ る。 「sentido
(la七.sensus)の名が,本 来の意味 で 適用 され るためには,理 知が,知 ると
い うよ りも感ず るとい うことの方が必要だ。直接 証明では,感 ず るよ りも知
るとい うこ とにな る。」 とも述べてい るが,けだ し,表 わ れて くる判断の主語
と述語 の関係が明 らか でない 以上,常 識の真理の本 質的条件 であろ う。
バル メスの言葉の ままでは,判 断の語は,分 析的でない ことを意味す る。
それゆえ,容 認す るとい うこと,そ れ は,証 明か らではな く,証 明の原理か
らくる。明 らかであ るとい うことは,バ ル メスに よれ ぽ,分 析的な らざ る真
実 であ って,常 識に依存す る。では,知 って理解す ることと,感 じて理解す
ることとは ど うちが うか 。知識 自体の慾望 と知識に鋭敏 な機能 との間に存す
る相違は ど うなのか。 ここに,ひ とつ,意 識 とい うよ りどころが あ る。す な
わ ち,意 識の現象 として考 え られ る先天的判断力をわれわれ は もってい る。
さ らに,も うひ とつ,そ のぞ と,は るか 彼方に,む ろん判 断力 自身 では な
い,何 かの証左 として考え られ る意識 とい うものがあ る。一は意識 自身に よ
って証 され る とお り,明 瞭 な こと,他 も単 なる幻影ではな く確実に真理を も
つ。 ・ミル メスが知 る(conocer)と呼ぶのは前 者であ り,感 ず る(sentir)と
称 す るのは後者 の ことであ る。
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共通常識(sentidocom加)には,こ の意味がかか って くる。
「規範論」は,行 動哲学 に必要 な提要をふ くんでい る。人生の成功,不 成
功 をにぎ る根底のか ぎが,大 衆の手の とど くところに用意 され ていて,実 際
家のための しご く興味の あ る観察 と規範が,そ こに見出 され るのであ るが,
か とい って プラグマテ ィズ ムの行 き方を示す もので も,む ろんない 。
1810年に生れ,1848年にイベ リア半島の一角で,そ の短 い人生.の幕を とじ
た哲人司祭 ハイ メ ・バル メスは,祖 国 イスパ ニアの運命 の帰趨 にみて も,ま
た世界 史的に考 えて も,激 動た だな らぬ混乱の さなかに生 きぬいた人物,さ
れば 「規範論」 の誕 生に先立つ素地 に 目を通 してみ るこ とが必要 にな って来
よ う。
哲学者は時代 を越 えた存在 だが,他 面,生 け る時代 の子 で もあ る。いか な
る思想 家 も唐 突に生 まれ るもので ないか らには,そ の時代 を前 に したバル メ
スの態 度に関心 が寄せ られ る。 「規範論」が,こ の哲人 の最初 の,し か も現
時にいた るまで最 も人 々の話題に のぼ る労作 であ ることを考え るな ら,こ の
ことは余 計に重要 に思 え る し,「 規範論」 の内部その ものに入 りこむゆか り
ともなろ う。
彼 を特徴づけ るとすれぽ,一 口にい って,反 革命の哲人であ った とい うこ
とであ る。反革 命の哲学は,由 来 フラ ソスの伝統学派の継承 者たちの ものだ
った。 マ ヨル カ生れ の歴 史家 ホセ ・マ リ・ー一・ア ・ク ァ ドラ ー ド(JosξMaria
Quadrado,1819～1896),バレンシアの 著述家 アパ リー シ ・イ ・ギハー ロ
(AparisiyGuijarro,1815～1872)とい った人士 は これにつ らな るが,多 大
の霊感を もって これ を 自家薬籠 中の ものに していたバル メスは,た んな る踏
襲者 で も反復者で もなか った し,むろん,広 い意味 で も,こ の学派をつ ぐもの
で もない。彼の なかには位 置の転換が ある。 ド ・ボ ナル ド(vizcondeLuis
deBonald,1754～1840)とド ・メース トル(JosephdeMaistrer1753～
1821)によって牛耳 られた フ ラ ソス伝 統学派 は,18世紀 の哲学,こ とに百科
学 派への徹底的 な対立を意味す る。つ ま り,そ れは純粋理性,個 人主義,反
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歴史 お よび反伝 統主義 哲学 に立 ち向 うもので,い いかえれば,人 間をか くあ
るべ しと規定 した立場 ではな く,か くあ ると して表わす立場に立 っていた。
ド・ボナル ドも,ド ・メース トル も,哲 学上,思 想 上の学派ではな く,深
く,社 会的意味 での伝統学派 といえ よ うが,ド 。ボ ナル ドは,1810年に,次
の よ うに記 してお り,そ こにバル メスの書物 に通ず るものが見 られ,た しか
に観念 的なつ なが りを思わせ るものが ある。 「要 は,哲 学が よい哲学であ る
な ら,今 日,そ れあ ることに よって,何 らか有用であ りうるのか。 また,一
国政府 のため に も,単 に一家族 の ために も,ど うにか 適用 し うるので あ る
か。人は熱心にそれを求 めて きたが,そ の場 もその働 きも,い っさいふ さが
れ てい る。哲学に とって も何 ら残 るものはない。 ……」 と彼は 自問 し,理 性
万能 に対 して回答を迫 るのであ り,理 性 の崩壊 に対 しては,そ れ にかわ るべ
き ものに,社 会のなか に印 された真の保 存本能 を もって きたのであ った 。社
会を導 くものは,清 め られ た理性であ って,そ れは,伝 統学派 の見 るところ
では,フ ラ ンス革命の一大変 事をひ き起 した張本人た る哲学で も,哲 学者た
ちで もない のであ る。
ここに,友 人 ホセ ・フ ェレール ・イ ・ス ビラーナ(Jos6FerrerySubirana)
宛 に出 した1838年9月7日付 のバル メスの書簡があ る。ペ シ ミズムのい うが
濃いが,い わん とす るところは,明 白とい うよ り,単純 とい って もよい 。
「最上 の学校は不幸 だ。 しか り,不 幸 であ る。それ は,わ れわれに警告 をあ
たえ,わ れわれを慎重 に させ る。それは,わ れわれ の霊魂 を高め,精 神に強
靱 さを あたえ る。 幸福 と喜 びは 浮薄 な もので あって,偉 大 な性格 を形成せ
ず,高 貴な思考 を生 まぬ。あ る ときには,私 は不幸だ った。おそ らく貴殿 が
'思
っていた以上 に不幸だ った。 しか し,私 には何 ともない ことだ。私 は知 っ
てい る。暗いわれわ れの地上 の生活は羅旅 であ り,不 幸は,わ れわれ に,そ
れを思わ しめ るに必要 な もの,と きと して,次 の よ うな考えにいた らしめ る
ものであ るこ とを。す なわ ち,宗 教 は,人 と社会 の唯一の救済の よ りどころ
だ。革命を見て,こ の結果を 引き出さなか った ものは盲 目だ,と 。」
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対仏独立戦争 の発 火 とともに国境に接 して生れ,二 月革命 の勃発 とともに
そ の短い生涯を終えた彼 は,終 始,革 命か ら尾 をひ くものの実体 をつ き とめ
ざるをえ なか った のであ る。バ ル メスの根本的見解 も,要 は,社 会 は,学 問
と哲学 との業に よってではな く,深 く本能的に構成 され,統 制 され てい ると
い うことだ った。
「規範論」 の素地を 明かす第二 の点は,先 人たちの学 問的影響 だが,由 来
バル メスは,独 学 で 自分 の途 を きず いた型の人であ る。16才までの ビヅクに
おけ る神学校時代,教 師か ら うけ る教育 とそ の行 き方に満 足 しなか った彼
は,司 教館附属の図書館に入 りびた り,の ち セル ベラ大学 の課 程に入 ってか
ら,そ の最初 の 形成 を 見 るのであ る。 読書 と瞑想 とが,バ ル メスに 広 く深
い,人 類 の もつ知的文化 を摂取す る機会をあたえたのだ。 「規範論」 を見 る
と,そ の学説について も,い ろい ろの営養分が見出 され,偉 大 な先覚的哲人
た ちの思想 のあ とが あ らわれてい る。 ア リス トテ レス,聖 トマス,そ れ に デ
カル トとパスカルな どがそれで,と くに,第 二部 の実 践的理解 の部分には,
パスカルの 「瞑想 録」の影響が見 られ,12章末尾 の註記 の よ うに,史 的人物
の挿話 もそえ られ てい る。バル メスの文章のなかかち,考 え る葦 としての人
間 のあのパスカル的思念が心に うかぶのだが,事 実,「 規範論」の著者 は,
その22章43節で,科 学 と人間学 とい うことにふれ て,パ スカルの名 とそ の事
例を記 してい る。 また,
「人は 自分 自身を知 ることにかかず らうことが絶 えてない。」(22章54節)
「人は 自分 自身か ら逃避す る。」(22章43節)
「人は 自分 自身を偽隔す るために偽善を用い る。」(22章41節)
これ ら三 つのバル メスの命題 か らも,「 瞑想録」 の章句(136～143,167～
171)に脈絡 のあ ることが肯定 され,パ ス カルの一統 な ることを思わせ る。
「人は悪 い とい うよ りはひ弱い ものであ る。」(22章50節)と もい ったバル
メスにおけ る人間 の知識は,実 に精緻 の高 い段階 に達 していた とい うべ きで
あ る。パス カル とバル メスのあいだ には,思 えば,約200年 とい う時代 的へ
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だ た りが あ るが,と もに 「瞑想 録」 と 「プロテスタ ンテ ィズ ムとカ トリシズ
ム」 とい う護教論的立場か ら書かれた名著を残 し,39才と38才の若 さで世 を
去 った ことも思いあわ され るので あ る。
著者 の力強い精神に よって同化 された先 哲の思考 は,彼 の 「規範論 」に よ
って,さ らに重要 な花 を咲かせてい るとい って よか ろ う。そ こで,第 三 の点
として,バ ル メス 自身の心性 と人生経験 とが,「 規範論」の完成 に もった決
定 的 な役割 が考え られね ばな るまい。 ピックの哲人は,こ の特異な著述 のな
か に,同 時に反映 され ていて,「 規範論」はバル メスの 自画像 ともいえ る。
一 言でいえぽ ,彼 自身の性格 と気質を とお して,世 俗的事物の見方,対 人関
係の在 り方,人 生 の 認識の 仕 方な どが あつかわれ,し か も,す べ て これ ら
は,単 純な 規範 に 帰せ られ る。 も うひ とつの 自画像 とも見 られ る彼 の文章
「わが弁 明」(Vindicaci6npersonal)にふ くまれてい るよ うな切迫感 も熱
っぽ さも,そ こにはな く,い わば,従 前 のいかな る論理学的書物のなか に も
なか った ものが,出 てい るのであ る。 バル メスは この書で,旅 行 を語 り,歴
史 哲学 を論 じ,ま た,ジ ャーナ リズ ムにつ き,事 業経営の在 り方そ の他 につ
き,あたか も心理学者 の鋭敏 さを もって,彼 が 「人の心 」(coraz6nhumano)
と名付 けたそ の対象を,精 細に調べあげ,詮 索 してい る。
さて,彼 自身 の境涯に 目をあて ると,年 少期において孤独癖 の強か ったバ
ル メスは,図 書館にひ きこもるか,自 分 自身の うちに逃 げ こむ のほかは なす
術 を しらなか った。 しか も,爆 発 的な活動家た るの因子 を秘 めて,な にかみ
た されぬ まま,お のが知的情 熱に身を こが しつつ,い わば籠 の中の鳥 として
生れ故郷で の時を過 していた。大 きな事 業へ 自身をひ きあげん もの と,あ る
ときには,数 学 の教壇 の狭 さを うち破 ろ うとしていたのであ る。護教 家に し
て哲人司祭た る彼バル メスが,社 会的使徒の召命に応ず る周辺の問題 につい
て は,今 日で も批判の声な しとしないが,と もか く彼 は,大 衆 との接触 に身
をお くことの,お さえがたいほ どの必要を覚えていた。先ず新 聞があ った。
そ れ も,よ くあ る うぬぼれや人 間的利益の刺戟か らではな く,宗 教的,政 治
(140) 人 文 研 究 第二十八輯
的ない しは社 会的 の高貴な理想か ら,公 器 として,新 聞の もつ公報性を高 く
評価 していたか らであ り,そ こか ら,ジ ャーナ リズ ムに対す る確 固た る使 徒
的召命を 自覚 した のであ る。 それ は,人 々に 改宗 の 途をひ らくための 最適
の方法 として バル メスの前 に 横 たわ っ,ていた もので・ 新 聞に よって実現 さ
れ る業への 情熱は,彼 の生涯 のあいだ,消 え る ことが なか った。 「文 明」
(LaCivilizaci6n)をは じめ 「社 会」(LaS㏄iedad),「国民の思想」(EI
pensamientodelaNaci6n)などにそ の ことを見 る。 「規範論」が,興 味
深いい く頁かを提 供 して,新 聞の ことと,そ れ がのべ る真実 と判 断の規準 の
確立について費 してい ることは,そ れが,120年 前 に もの された ことを知 る
な ら,一 驚に価 しよ う。原因 とそのゆ くえに よく通 じていた彼は,ど うした
ら新 聞事業が うまく組織 され るか,ど うした ら新 聞が よくなるか とい った実
際的 な問題が よ く分 っていた もの と思われ る。
バル メスは,必 要にせ ま られ て,痩 身蒲柳 で,旅 を よくした。す でに出版
され ていた 「プ ロテスタ ソテ ィズ ムとカ トリシズ ム」の フラ ソス語訳の こ と
で,1842年春,パ リに赴 き,つ いで ロン ドソに渡 って,10月帰国 したが,の
ち再 びパ リを訪 ね,し ぽ らく滞在 した。 マ ドリヅ ドへは,む ろん,数 度の旅
をか さね,い ち どは地中海 にそ うバ レンシアを経由 して首都 に向ってい る。
鋭 く,深 い観察 の眼の主バル メスは,旅 先 にあ る土地 の風俗や習 慣に興味 を
もち,人 心のか くされ てい る跡 々をひろ って歩 いた。そ の ころの彼の書簡 を
目にす るものは,バ ル メスがいか に旅 に興味をつな ぎ,ま た,そ こか ら,ど
れほ ど有益な教育的観察をひ き出 していたか を知 る。 「規範論」の10章には
そ の実 のあ るところが載せ られ てい る。
書簡 といえば,今 日われわれ がバル メスの書簡集 をえてい るのは,ま った
く,著 名な るイエズス会士 カサ ノ・一バ ス師(P.IgnacioCasanovas)の丹念
な る努 力の賜だが,そ のおかげで,バ ル メスの生活 の一端 がす くなか らず 明
らか に され てい る。読 書 と瞑想 とい うi著述家の習練 のなか にあ って も,日 々
の現実 に綿密に気を配 る彼を しるので あるが,た とえば,弟 ミゲルが ビヅク
＼
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に設立 した帽子工場 の不振 について も心 を くだき,1842年2月18日付 バルセ
n一 ナ発信 の手 紙では,親 友ホセ ・セル ダー(Jos6CerdA)にあてて,ピ ッ
クに残 る帽子 をす ぐにバルセ 惇一ナに送 るよ う,依 頼 した りしてい る。 これ
らの ことか ら考えて,バ ル メスが 「規範論 」の22章10,11,12および34節
で,事 業成功 の規準を 明快 に してい るのに も,ゆ えあ るかな,と 興趣が もた
れ るのであ る。
バル メスは,ま った くダイヤモ ソ ド的性格 の もち主 だ った。計 画に向 う決
意 は くじけ る ことな く,自 分 の名で ものい うときには,高 尚で,率 直で,真
摯 であ り,彼 は また,行 動の人であ った。みずか らを律す る厳格 さと,成 熟
せ る判断 をひ き出す深い洞察力,人 間 に関す る豊 かな知恵,い か な る障害を1
ヒ
も乗 りこえ なければや まぬ堅 固な意志,こ れ らを合せ もった 資質は,い かな
る難事を も克 服 し征服せず んばや まない。
書簡 を とお して見 られ るバル メス,実 践行動を とお して見 られ るこの哲人
の性格 と心理 に関す る描写が,彼 の著書 「規範論」のなか では,完 全 な教説
の形でその表現を見せ てい るわけであ る。 「意志の固 さは,難 業 を仕遂げ る
秘訣だ。…… 自己 に うち克 った ものは,容 易に,仕 事 に も,そ の他 自分にか
かわ りのあ る人 々に も勝を制 し うる。 なぜ な ら,強 固に して 着実 な る意志
は,そ れ 自身でおのずか ら た とえ,そ れを有す る人 の他 の資質を除外 し
た と して も,人 間精神の うえに,大 きな力をあたえて,こ れ を支配 し統御す
ることは確かだか らであ る。 ……安 らかな良心,前 もって練 られた る計画,
堅 固な意志,そ こに,仕 事 をな し遂げ るための条件 があ る。…… しか しなが
ら,知 識の ことで も,道 徳 の ことで も,肉 体上の ことで も,ま た,一 時的 な
ことであれ,永 久 的な ことで あれ,す べて,た たか いに直面 しない ものは,
勝利をかち とるものでない と定め られ てい るのだ。」(22章58節)
「規範論 」は,人 に高度 の刺戟をあたえ る書物であ る。正当 に して,秩 序
の うえに立 つ,有 効 な行動 の真 の便覧であ る。 「規範論 」では,先 ず,思 考
法が とりあげ られ る。抽象的 で平面的な思 考の うえに立つ真理は,バ ル メス
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の好 まぬ ところで,彼 は真理のために真理を貴 しとす ることを教 えた もので
もな く,ま た,行 動 のた めの行動を伝 えてい るもので もない。r多 くの事物
に真理が あ る。多 くの種類 の事実が あるか らだ。」 と彼は記 してい る。バル
メスの追求す る真理 は,聖 ア ウグステ ィヌスの用語 を もってす れば,健 やか
な る真理であ る。有効 な るべ き真理であ る。彼 は また,「 正 しい こと,有 用
な ことは,と きに,別 々に在 るよ うに思われ る。 しか し,短 い時間 のぞ とで
は,常 にそ うあ りうるものでは ない。一 見,正 反 対の途 も向 うところはおな
じなのであ る。」(22章32節)と もい ってい る。それ ゆえ,「 規範論」にあ
っては,正 しい思考は,良 い行為,良 い生活 に通ず る。つづ く問題は,そ こ
か ら生ず る。す なわち実践的理解であ る。そ こにお いて,目 的の動物,行 動
の動物 としての人 間が研究 されてい る。人間 の行為 に関す る問題 のあつかい
か らして,人 に よっては,こ の第二 部の方を高 く評価 してい るよ うであ る。
「規範論」は,終 始,全 き人間を念頭 に扱われ てい る と考えて よい。 ガ ソ
ト以来,人 間の分離 を基礎 に して哲学す る方 法が導入 されて きた ことが,こ
こで,思 いお こされ る。人 は一面,非 理性的な経 験を根 に置 く,す なわち,
本性,物 質的 目標 に したが うものだが,他 面 また,純 粋理性 の存在で,厳 密
にい って,理 性的な るもの,宇 宙に法を立て る もので もあ る。 これ ら二人 の
人間は,い よい よ離れてい って再 びひ と りの人 間に もどろ うとしなか ったの
で あ る。そ こか ら追求す ることの不如意に よって,一 連 の哲学上 の反動が生
れ,価 値 哲学 に もいた る。
全人 とい うことが,「 規範論 」 以来,バ ル メス哲学 の仮定 としておかれ,
ピ ックの哲人は この点 につい て何 らの逡巡 を見せ なか った ので あ る。は じめ
の方で 引用 した よ うに,彼 は,「規範論」の結尾で,「立派 な論理学 は,全 人
をふ くむ ものでなけれ ぽな るまい 。」 と確言 し,つ いで 「人は小世界であ る。
そ の能力 は数あ って,す こぶ る種類 に富む。 よって調和 を必要 とす るが,よい
組合せ のない調和 はない し,こ とお のおのそ の処をえな くて も,ま た,適 時
に,そ の機 能が 働かぬか 停止 され るか して も,当 を えた 組合せ は ないので
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ある。人が,その能力について,なん らの行動 に出ない ままでい るな ら,その人
・は,ぜん まいを失 った一個 の機械 同然だ 。」 と,人間の機能的統一 を強 調す る。
そ こに心情 の回復が うごく。19世紀前 半の心理学 の発達の影響を うけてい
るせ い もあろ うが,バ ル メスは,心 情的要素に大 きな役割 を もたせてい る。
彼に あって,coraz6nの用語は,パ スカルのcoeurとおな じか らず,一 ・言
でい うな ら,英 語 のjudgement,フラ ソス語のbonsens,sentimentなど
の同義語 で,共 通常識に も通ず る。理性 に よって 明 らかに され るものではな
く,そ れ は,い わば 自然発生的な もので ある。
バル メスは,心 情が常に的を射 るものであるか,と 自問す る。 しか り,心
情 か ら,す べ ては発す る,と い うのが 自答 だ。それは,あ らゆ る種類 の音階
を発す るす ば らしいハ ーフ.であ る。地獄 の洞穴 のす さま じい大音響か ら,天
国のげに も微妙 な調和音にいた るまで。 しか して,バ ル メスは,心 情か ら出
る霊 感 とい うものを検討 して,「 なぜ に,そ の本質的正鵠が心情 に帰 せ られ
るか 。」 と問い,「 われわ れの本能 の まちがいだ らけのなかにあ って,正 鵠
が一つ あ るとい うことが,と くに,わ れわれに関心 を呼ぶか らであ る。」 と答
え るのであ る。暗 のなか の的中。バル メスは,そ こで,矛 盾 の深 さに沈む盲
目的衝動 と,共 通常識 とい う静か な命令 とを区別す る。後者は,本 能的人生
案 内の主,多 くの面で,そ の行為 に過誤 を来た さず,的をはずす ことがない。
「規範論」には,他 に も,人 間精神についての,深 く細微 な多 くの観察が
ふ くまれ てい る。 この哲人は,思 考 と行為 のなかにおけ る心情的要素 のもた
らす影響 を徹底的に,ま た,種 々な る過程 を通 して研究 したす え,心 情 のな
か に,性 格 の欠陥 と破綻の主 た る原 因を見たので あった。感情 の浮薄 なとこ
ろを点検す る,そ して,そ れ は彼 に 「感情はそれ 自身で,行 為 の悪 しき規準
にな る。」 といわ しめ る。バル メスは,決 して純粋 に理性 の人では ない ので
あって,わ れわれ の不可能 とす る心情的要素に,正 しい価値を あた える こと
がで きた の であ る。 実践に かか る い くつか の 知的現象に 注意深 く気 を とど
め,社 会生活 にあっては,単 に,理 知 と理知 との通交ではな く,心 情 と心情
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とのそれが あ るとの結論 を もた らし,行 為の面 にあ っては,道 徳的感情 こそ
が,徳 を助け徳 を強 める ことにな る,と 述べ てい る。 この点か らい うな ら,
バル メスは,人 生 とい う最偉大の書物か ら学ぶ ところ多か った哲人 とい うこ
とが で きよ う。
「規範論」のなかに扱われ てい る職業への関心が,教 育 的意味 を もってい
るこ とも見お とすわ けにはい くまい。 バル メスの考 えでは,人 はめいめい社
会 に有用 な要素で あ り,そ の人間的才能 を もって,妥 当せ る仕事 をな し遂げ
ね ば な らぬ ものであ る。人が,そ のために生 まれ なか った よ うな職業 につ く
とい うことであれ ば,それは脱 臼せ る骨片の類 だ として,子供 に特有の才能 を
識 別す るための実 験が提 示 されてい る。 これは,今 日,各 処でお こなわれて
い る 職業指導の 心理的 な 方法 な り実践な りを 予知 して い る もの といえ る。
「規範論 」のi著者 は また,彼 のいわ ゆ る 「万能性」す なわ ち知識教育 の百科
辞典的行 き方については,方 向を異に し,強 い言葉 を もって 「専 門」の立場
を固持 した ので あった。バル メスの本 旨 として主張せ る全 き人 を回復す るこ
と こそ,さ しせ まった問題 とな ってい る今 日の世界 では,支 持 で きない こと
で あろ うが,た とえばバル メスは,「 一人 の若者が文学者 にな ることは よい
ことだ。が,施 設 の前 に立ち,機 械 の短所や操作過程の適,不 適 を知 る うえ
に,ウ ォル ター ・ス コヅ トや ビク トル ・ユーゴの輝やか しい断片的文章がな
んの役 にた と う。」 な どとい ってい る。 「規範論」を もって,俗 っぽい本 と
す る評価 も,あ るいは,こ んな ところか らきてい るのか も しれ ない。だが,
心 の用意 ので きた ものに とっては,誰 にで も読 まれ,か つ理 解 され るめず ら
しい性 質をそ なえた書物が 「規範論 」なので あ る。 バル メスが,こ の本に よ
って理想 とす るところは,心 の高 さとその単純,透 明な表出 との平衝を保つ
人間,規 範を もった 正常の 人間 の タイ プを 樹立す る ことで あ る。 「規範論
」の味読 に よって,衝 学の徒はいわず もが な,角 のある人物 も生 まれ るはず
はない といわれ るの も,ゆ えあ ることであろ う。
ア リス トテ レスは,人 は天性,幸 福 をねが うと同時に知 らん とお も う,と
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いったが,バ ルメスの信ずるところもまた,存 在す ることと行ずることは一
体であるとい うことだった。現代的にこれをいえば,思 想 と生活の一致 とい
ってもいい。およそ,相 対論ほ どバルメスか ら遠いものはない。彼のい う共
通常識の問題は難 しい問題だ し,そ の玄義的問題が,解 明しつ くされている
・わけではないのであ るが,た とえば,パ ル メスは,6章 の最後の節を 「本能
的とみえる行為の理由」 と題 してお り,このあた りに 「規範論」中におけ る
常識説のか ぎがあるように思われ るのである。 「旧来の人たちとはかわ った
方式に よる人間精神の能力を導き出すための試論」とバルメスが 「規範論」
を公にす るにさい して述べた志向の表明も,そ こらか ら,わかる気がす るの
である。
彼の独創的な方法論にいたるまでには,バ ルメスは,あ た う限 りの論理学
の書物の読破 と,し かるのち,こ れ ら著者の伝記の耽読に当 り,書物に求め
えなかったものを,そ の生活に期待 した。 しか し,ど こに も光を見出さず,
最後に,険 路をよじ登 る旅人のごとく,大 いなる魂のよろ こびをもって,真
理の局望に こたえる隠れた小径を見つけたのであった。この著述が,は じめ
連続講演のような体裁で,何 ものかにひかれ るままに,章 節に分けることも
なく,書 きつづ られた こと自体が,そ れを明 らかに物語 る。だか ら,バ ルメ
ス自身が もづた評価を,そ の まま,「 プロテスタソテ ィズム とカ トリシズ
ム」とともに,彼 の二大著書 ともい うべ きこの偉大なる書物が示 しているの
であ り,道を求めて砂漢を通る長い,つ らい巡礼のあ との,知 的闘争の解決
ともなったのであるd
「学問の分類」(12章1節)と い う手短かな意図を もつ文章でも,彼は,哲
学に永遠の 目的をふ りむけ,哲 学者が存在物の本性 と属性 と諸関係 とを探求
す る役 目を もつべきであることを指摘 している。 したがって,基 礎のない知
的ぬれぎぬの侵入を防衛す るための知識に力点をおいたのも彼であ り,知識
の増大は,悪 に傾ぎやすいとする当時のある種の人たちに対抗 し,「学問は
実践にとってしごく有用だ。」(22章55節)といい切ってお り,「規範論」
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に ふ くまれてい る深い哲学 的直観 とス コラ哲学復興 の功を,私 たちは彼バル
メスに 負 うてい るこ とを知 るのであ る。今 日の言葉を もってすれば,技 術の
価値 を主張 した ことに もな るのであろ うか。それ に して も,思 い合わ され る
のは,17世紀末 よ りこの方,凋 落の一途 をた どり,いよい よ 自身のカへ の信を
失 ってい ったバル メスの祖 国イスパ ニアの歴 史的姿 の こ とであ る。歴史的狂
瀾の時代に生 きたバル メスはお な じよ うな時代 にあ って,生 き返 り,い よい
よ明 らかにそ の存在 を示すにちがいない。そ の生み 出 され た著作を もって。
× × ×
歴史の彼岸を如実 に写 し,時 代 の危機 を分 析せ ず し,こ の ピヅクの人 とそ
の著述 をえが くことは難 しい。 ま してや,「 規範論」の ごとき純 粋思考 の著
作 は,そ の堅 さのゆ えに,必 ず しも多数者 の関心 をひ くものではないので,
す ぐれた 抽象理論が,現 実 に 広 まるには,な お 多 くの年 月を 要す る であろ
う。 だが 「規 範論 」は,本 質的に教 育的著述 であ り,し たが って,直 接的,
積 極的,広 汎な活動の分 野で,そ の結実をお さめ うる もの と信ず る。1962年
7月,私 は,ノミル セ ローナか ら北 へ,ノミル メスの時代にはい まだ敷設 され て
い なか った鉄道 を利 用 して約2時 間,喝 望久 しい彼の生地 ピックの地 を踏 ん
だ。 書店 〃サ ラ 〃(Sala)の主 人の通報か らその地の新聞 〃ア ソソーナ 〃
(Ansona)によって,さ っそ く東 洋の一 貧書生 の訪問が報ぜ られた りした こ
とか らも,こ の町 全体が,今 日も,世 紀 の偉人ハ イメ ・バル メスの遣徳 のな
かに生 きてい ることが知 られた。 フ ソイ ェン ト師(Mons.Junyent)の親切
な案 内で,古 い石だたみの街 をぬ って,バ ル メスの生家や 図書館,臨 終 のベ
ッ ドをは じめ,彼 にかかわ る多 くの遺物に接す るこ とがで きたのは,私 に と
うて大 きな感激であ った。そ の うえ,市 役所 か らは,前 記書店主 の厚意 あ る
紹 介で,約30冊 の資料の受贈 をえた。 この ことがなか った な ら,彼 の全集 と
伝 記 とを まえに,い たず らに思いは るけ くして志 の遂げ られ なか った ことを
考えれ ば,た だ感謝 のほかない ことを ここに記 さねば な らぬ。
(1964.6.20)
